
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアの皆さん（左から） 

髙村征子さん・橋本トミ子さん 

岩本征子さん・佐藤千香子さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

（ｴｽﾃﾞｨｰｼﾞｰｽﾞ）とは、国連が定めた
です。この SDGs の考えに基いて、生徒たちと一緒に美化活動をおこない、この活動

を通して生徒が新たにチャレンジしたいボランティア活動や身近にできることを考えてもらいました。 
参加した生徒達は、『ポイ捨て』をしたことがなく、自分のゴミはゴミ箱へ捨てることのできる生徒達

でしたが、制服姿で他人の捨てたゴミを拾うという行為に対しては、周囲の目が気になって実行に移す
には勇気がいったようでした。ゴミ拾いを始めてすぐに、多くのタバコの吸い殻やゴミが落ちているこ
とに気がつき、側溝など人目につきにくいところにも沢山落ちていることに気がついたようです。 
この活動を通じて、生徒から

などの
感想が聞かれ、自分自身が日常生活の中でどのように変わらなければいけないかを考える良い機会とな
ったようです。良いことをしようと思っても、行動を起こすには がいります。今後も生徒たち
が一歩踏み出せるように生徒たちの ボランティア・福祉活動を応援していきます。 

 

 

小国高校生ボランティア８名と小国高校近くの”けやき広場“周辺と主要道路沿いの歩道およ
そ２Km の を２日間おこない、拾ってきたゴミを分別して、ゴミの量や
どんなゴミが落ちているのかを調査しました。 
調査の結果、以下のような結果となり、２回目には、ほとんど落ちてないだろうと予想して

いたにもかかわらず１回目より多くの量のゴミが落ちていたことに、生徒たちは驚き、自分た
ちに実際何ができるのかを考えさせられる活動となりました。 

ゴミ総量  

―ゴミの内訳― 

タバコの吸い殻 335 本 

ペットボトル   4 本 

マスク       4 枚 

空き缶       １本 

燃えないゴミ   44 個 

ゴミ総量  

―ゴミの内訳― 

タバコの吸い殻 107 本 

ペットボトル   ３本 

マスク      ２枚 

空き缶      ４缶 

電池       ６本 

ビン       １本 

燃えないゴミ   ８個 

１週間後 

同じ場所の

ゴミ拾いを

しました。 

２回目のゴミ拾いでゴミの
量が増えたのがショックで
した。一人ひとりの意識が
大切だと改めて思いまし
た。また、美しい自然を守
るために自分に何ができる
かを考え、みんなに自然を
大切にする心を涵養するた
めに、学校に花を植える活
動を考えました。近いうち
に実現し、校内を花で彩り
たいです。 ２年 横井岬 

私は、ゴミが落ちていても
「捨てる人がいるんだな」
と見るだけで終わっていた
けど、拾ってみると自分が
思っていた数倍落ちてい
て、驚愕しました。海のゴ
ミも問題になっているし、
日頃から分別をしっかり行
い、マイボトルなどを活用
して、ゴミを少しでも減ら
していけたらと思います。 

１年 眞田琴音 

私は、小国高校周辺のゴミ
拾いをして、木の陰とか落
ち葉に埋もれていたりして
いて拾うだけでもすごく大
変でした。また、タバコの
吸い殻を並べるだけでも日
が暮れると思いました。こ
のボランティアをきっかけ
に普段より一層ゴミの削減
を心がけるように努力して
います。  

１年 菅原由希 

ゴミ拾いをして、自分たちの
住んでいる町にこんなにゴミ
が落ちていたのだと実感しま
した。私たちがゴミ拾いをし
た場所は、人目も多いところ
が多かったのに、多くのゴミ
が落ちていて、人目の少ない
場所は、もっとすごいんだろ
うなと感じました。ゴミに対
する意識を変えて、どうやっ
たらゴミが減るのかを考えて
実践していきたいです。 

１年 林 洸史郎 

ゴミ拾いをして、一人じゃ周
りの目が気になり出来ないだ
ろうけど、みんなでしたら楽
しくゴミ拾いが出来たので良
かったです。今回の活動をと
おして、日常で歩いていると
道端のゴミに目がいくように
なりました。できる限り気づ
いたゴミは拾っていきたいと
思います。 

１年 大内瑞栞 

「ゴミ拾いってこんなに楽し
いんだ‼」という驚きが、一番
初めに感じた思いです。  
ゴミが落ちてることは悪いこ
とだけど、それよりもゴミ袋
がいっぱいになって町が綺麗
になっていくことが嬉しく
て、そして〝ゴミ拾い″とい
う言葉すらない、美しい町に
したいと強く思いました。 

１年 下城舞愛 

私は、ゴミ拾い活動を２回に
渡り行い、２回目の方がゴミ
の量が多かったことに驚きま
した。今回、この活動を通し
て思ったことは、これからの
小国郷を創り上げていくの
は、私たちなので身の回りの
小さなことから始めて持続可
能な町づくりに積極的に貢献
したいです。  

１年 佐藤穂菜美 

私が今回のゴミ拾いを通し
て感じたことは、そんなに
ゴミは落ちていないと思っ
ていたが、蓋をあけてみる
と沢山のゴミが捨ててあ
り、驚き悲しくなりまし
た。ゴミが捨てられないよ
うにゴミ箱を設置するなど
小国郷が綺麗になるアイデ
アを考えていきたいです。 

１年 井渚風 

【編 集】 
南小国町社会福祉協議会 
小国町社会福祉協議会 
小国高校チャレンジ小国 GO
参加生徒（８名） 

インフルエンサー小国高校生❕❕  

世界中で毎年、約６兆個のタバコの吸い殻
が発生し、そのうち４兆 5000 億がポイ捨
てされているそうです。 
タバコの吸い殻は、環境汚染の要因のひと
つです。 
（Web）：ecotopia、タバコのポイ捨ては
環境に大変な影響を与える！吸い殻による
汚染とは、2019.4.22 閲覧日 2020.12.21 

 
 

世間に与える影響力が大きい 

行動を行う人のこと 


